
平成１８年度 堤根余熱利用市民施設の管理運営に対する評価について 
 

 

１ 指定管理者 

 

(1) 指定管理者 堤根余熱利用市民施設共同事業体（川崎市川崎区宮本町２番地２０） 

代表事業者：財団法人川崎市リサイクル環境公社 

(2) 指定期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 

(3) 業務の範囲 ・温水プール、老人休養施設管理運営に関すること。 

・健康増進を主としたカルチャースクールの企画・開催に関すること。 

・施設の利用許可、利用料金の徴収に関すること。 

・施設等の維持管理に関して必要なこと。 

・その他市が施設の管理運営に関して必要と認めること。 

 

 

２ 管理運営（事業執行）に対する評価 

 

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導 

 

(1) 管理業務の実施状況 

① 管理体制と人材

の育成 

公共施設の適正な維持管理・運営を図るため、「安

全」と「市民サービスの向上」に配慮して適正な職

員配置を行い、初めての方にも快適にご利用いただ

いた。 

また、様々なケースを想定した研修を実施すると

ともにフォロー体制を強化したことにより、適切に

業務を実施できた。 

 

 長年培ってきたノウ

ハウを活かし、利用者

が安心して利用できる

管理体制がとられてい

る。今後も快適に利用

できるよう運営するこ

と。 

② 施設・設備の維

持・管理に関する業務 

 安全で快適な施設を利用者に提供することは、管

理者としての責務であることから、日常の点検や施

設の清掃をきめ細かに実施した。機器の定期点検に

ついては、専門業者に委託し年間を通し安定した運

営に努めた。また、休館時には改修工事や職員によ

る樹木の剪定、小規模な設置物の修理を行い、施

設・環境整備に努めた。 

 職員による樹木の剪

定や小規模修理など、

ノウハウを生かし細や

かに管理されている。

今後も快適な施設管理

に努めること。 

③ 危機管理  不慮の事故や災害に備え、人命に係る蘇生が行え

るよう、AED（自動対外式除細動器）を購入し、使

用方法についての研修を受講し、更なる緊急時の対

応に備えることができた。また、地震や災害の発生

に備え、防火管理者を中心に緊急連絡網の徹底や非

難時の役割についてミーティングを行い、利用者へ

の安全誘導について再確認した。 

 

 

 AED を新たに設置

し、使用に関する研修

を受講するなど、緊急

時に備えている。今後

も利用者の安全を確保

できるようミーティン

グ等で意識啓発を行う

こと。また、実施訓練

を定期的に行うこと。

 

④ 利用者へのサー

ビス向上 

 平成 18 年 4 月から遊泳時間の延長や水曜日の開

館を実施したこと、また、12 月からポイントカード

の導入を実施するなど、利用者サービスに努めた。

障がい者の方の利用についても、障がい者団体を受

け入れるなど安全を第一に利用拡大を行った。老人

休養施設についても中庭に2台のベンチを製作し設

置するなど、憩いの場づくりに努めた。 

 

 ポイントカードにつ

いては、利用率が非常

に高く新たなサービス

として評価できる。ま

た、ベンチを自主的に

設置するなど利用者へ

のサービス向上に取り

組んでいる。 

 



(2) 利用状況 

 ① 利用状況について                （人） 

  温水プール 老人休養施設 合計 

大人 98,056  38,110 136,166 

小人 15,894  0 15,894 

合計 113,950  38,110 152,060 

② 利用者年度対比                     （人） 

  平成１８年度 平成１７年度 前年対比 

温水プール 113,950 109,833 4,117

老人休養施設 38,110 38,791 △ 681

計 152,060 148,624 3,436

※ 平成１８年度から水曜日も開館 

 

ポイントカードの導

入や水曜日の開館によ

り、利用者数を増加さ

せている。周辺に大型

マンションが建設され

ていることから広報を

工夫し、利用者を増加

させるよう取り組みを

行うこと。 

 

(3) 収支状況 

ア 収入の状況      

  収入金額 

  ・事業収入     ２４，０５５，４４１円

・指定管理料収入  ４９，０４１，０００円

  ・雑収入           ４，７８９円

  収入合計      ７３，１０１，２３０円

イ 支出の状況 

  支出金額 

  ・事業費支出       ７４４，８８７円

  ・管理費支出    ７３，７５２，７３４円

  支出合計      ７４，４９７，６２１円

 ① 収支状況につい

て 

ウ 収支差額      △１，３９６，３９１円

 

 新設した水泳教室な

どに参加者が集まらな

かったため、新規コー

スが中止となり事業収

入が計画を大きく下回

っている。水泳教室の

種類や時間など、利用

者が参加しやすいよう

に計画を見直すこと。

経費の削減について

は、一定の評価ができ

るがサービスの低下を

招かないように努める

こと。 

 

(4) その他 

 利用者からの意見・要望については、検討を行い

必要と思われるものについては、早急な対応を実施

している。また、予算的に困難な事項や施設スペー

ス的に設置が困難な事項については、市担当部課に

報告し協議をしている。 

 

 対応が必要な意見・

要望については、早急

な対応を実施してい

る。利用者の意見を反

映し、快適な施設づく

りに努めること。 

 

１ プールのコース配分 

  泳ぐコースと多目的コースの配分については、

利用者の意見を聞きながら決めている。曜日や時

期あるいは利用状況を見ながら最適な配分にな

るよう対応している。 

 

 利用者の要望を聞き

ながら、状況に応じて

対応している。今後も

最適なコース配分とな

るよう努めること。 

 ① 利用者からの意

見・要望等への対応 

２ 施設案内表示 

  更衣室・トイレの表示については、文字が読め

なくても理解できるように日本語表示から絵表

示に変更した。 

また、１９年度中に外国語版の手渡しできるパ

ンフレットの作成に取り組む。   

 

 

 日本語以外の表示に

ついても対応を図るこ

と。 



  ３ プールマナーの徹底 

  化粧をしたままの遊泳や飛び込みなどについ

て、ルールを守るよう全館放送を実施しているほ

か、監視員に違反者には注意を行うよう指導を徹

底した。 

 利用者同士のトラブ

ルが起きないよう今後

もルールの遵守を呼び

かけること。 

 

 ② 個人情報の保護  個人情報保護については、一括保存し適正に管理

している。個人情報は必要最低限の収集に止め、保

管・管理について十分配慮している。 

 

 全職員を対象とした

個人情報保護に関する

研修を実施し、取扱に

ついて徹底すること。

 ③ 災害発生件数 温水プール ２件 

・升目に左足薬指が入り負傷 

・蓋の継ぎ目で右足拇指丘が負傷 

 

老人休養施設 ０件 

 負傷者本人及び御家

族の方に謝罪し適正な

対応をしている。負傷

の原因箇所についても

早急に対策を講じてい

る。ゼロ災害に向けて

適切な管理運営に取り

組んでいくこと。 

 

 

 

３ 管理運営（事業執行）に対する全体的な評価 

 

 平成１８年度は、指定管理業務 1 年目であったが、共同事業体としての利点・特性を生かしながら利用

者へのサービスの向上に努めていた。ポイントカードの導入や水曜日の開館などにより、利用者数を増加

させたこと、施設整備等による利用者へのサービス低下を考慮しながら「安全を最優先」した快適な施設

管理に取り組むなど、公共施設として利用者に身近で気軽な「憩いの場所」、「健康増進の拠点」を提供し

てきたものと評価できる。 

 

 

４ 来年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等 

 

 水泳教室の計画については、利用者の意向を十分に調査し、募集した教室が中止になることがないよう

に種類や開催時間などを設定すること。また、利用者の方に安心、安全に施設を利用してもらえるように

今後も維持管理に努めていくとともに、モニタリング調査等を行い、利用者が快適に過ごせるようにサー

ビスの向上にも積極的に取り組んでいくこと。 

 


